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今月の表紙
４月２４日に行われた、ＪＲ九州の新Ｄ＆Ｓ列車かんぱ
ち号試運転時の恵良駅停車の様子です。特産品の
販売や郷土芸能の披露など多くの地元住民による
お出迎えが行われました。

特集「公民館ってどんなとこ？」
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野
上
公
民
館
の
特
徴
は
？

南
山
田
公
民
館
の
特
徴
は
？

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

皆
さ
ん
へ
一
言
！

皆
さ
ん
へ
一
言
！

　

野
上
公
民
館
は
豊
後
中
村
駅
の
近

く
に
位
置
し
て
お
り
、静
か
な
環
境
の

中
、地
区
の
皆
さ
ん
が
日
常
生
活
に
お

け
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
や
学
習
、文
化
活

動
の
場
所
で
あ
り
、ま
た
地
域
住
民
が

集
い
、交
流
を
深
め
る
場
所
で
す
。

　

公
民
館
内
は
廊
下
の
天
井
が
高
く
、

と
て
も
広
く
美
し
い
造
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。午
前
は
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
元

気
な
声
が
聞
こ
え
ま
す
。午
後
に
な
る

と
学
校
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

声
に
、少
年
野
球
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
声

が
聞
こ
え
る
な
ど
、一
日
中
多
く
の
方
が

絶
え
ず
集
ま
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、季
節
ご
と
に
様
々
な
活
動

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。ま
ち
づ
く
り
協

議
会
、地
域
の
方
々
に
よ
る
文
化
祭
や
ひ

な
ま
つ
り
、祇
園
実
行
委
員
会
に
よ
る
各

種
活
動
な
ど
が
あ
り
ま
す
。そ
の
他
に
、

健
康
増
進
を
目
的
に
体
操
や
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
を
は
じ
め
、キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
や
ヨ
ガ

等
幅
広
い
世
代
の
方
が
活
動
を
し
た
り
、

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
の
講
座
や

相
談
を
受
け
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
各
種
教
室
の
企
画
な

ど
毎
週
水
曜
日
に
は
放
課
後
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室
を
実
施
し
て
お
り
、木
曜
日
に

は
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
他
に
も
地
域
の

方
々
に
よ
る
教
室
や
学
習
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
毎
年
11
月
の
第
１
日
曜

日
に
は
地
区
協
議
会
と
の
共
催
で
南
山

田
げ
ん
き
祭
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
企
画
、資
料
作

成
・
印
刷
も
行
い
ま
す
。

　

公
民
館
は
地
域
の
拠
点
で
あ
り
、「
皆
さ
ん
が
好
き
な
こ
と
、や

っ
て
み
た
い
こ
と
を
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
、「
だ
れ
で
も
来
て

活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
公
の
民
の
館
で
す
。

　

な
に
か
に
興
味
が
あ
る
方
、同
好
の
仲
間
を
探
し
た
い
方
、特
に

用
事
が
な
い
方
、ち
ょ
っ
と
公
民
館
を
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
に
公
民

館
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。い
つ
も
ご
利

用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

特
に
用
事
が
な
く
て
も
い
つ
で
も
お

気
軽
に
お
茶
を
飲
み
に
来
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

野上公民館主事　伊東さん

南山田公民館主事　時松さん

スマホ・パソコンの使い方講座も実施

コンサートの様子 放課後チャレンジ教室

公民館って　　どんなとこ？
各公民館主事の皆さんに聞いてみました。

広報ここのえ　2024.5月号広報ここのえ　2024.5月号 22



東
飯
田
公
民
館
の
特
徴
は
？

飯
田
公
民
館
の
特
徴
は
？

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

皆
さ
ん
へ
一
言
！

皆
さ
ん
へ
一
言
！

　

東
飯
田
公
民
館
で
は
教
室
も
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
色
ん
な
人
が
集
ま
り
ま
す
。

事
務
室
に
寄
っ
て 
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

世
間
話
を
し
て
い
た
ら
、「
あ
ら
久
し
振

り
」と
同
窓
会
が
始
ま
り
そ
う
で
す
。

　

飯
田
公
民
館
は
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
を
は
じ
め
、く
じ
ゅ

う
連
山
や
タ
デ
原
湿
原
な
ど
大
自
然
の
中
に
あ
り
ま
す
。四
季
の

変
化
を
よ
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
の
目
玉
事
業
は「
地
域
と
子
ど
も
の
国
際
交
流
」「
と
り
あ
え
ず

乾
杯
」で
す
！ 

　
「
地
域
と
子
ど
も
の
国
際
交
流
」は
昨
年
に
引
き
続
き
実
行
委
員
会

で
夏
頃
の
開
催
を
試
み
ま
す
♪ 

「
と
り
あ
え
ず
乾
杯
」は B

A
SA

R
E 

の
企
画
で
行
っ
た
も
の
で
す
が
、一
度
で
終
わ
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
ほ
ど

の
盛
り
上
が
り
で
し
た
の
で
、月
に
１
度
継
続
し
て
開
催
で
き
れ
ば
良
い

な
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、東
飯
田
地
区
に
は
龍
門
の
滝
と
い
う
素
晴

ら
し
い
観
光
資
源
が
あ
る
の
で
、地
域
の
皆
さ
ん
と
学
習
し
、活
用
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、文
部
科
学
大
臣
よ
り
「
全
国

優
良
公
民
館
賞
」を
頂
き
ま
し
た
。 

こ

れ
ま
で
東
飯
田
公
民
館
の
主
事
が
継

続
し
て
き
た
事
業
と
そ
れ
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
さ
ま
に
贈
ら
れ
た

賞
で
す
。こ
れ
か
ら
も
学
習
・
交
流
の

拠
点
と
し
て
、ま
た
皆
さ
ま
に
と
っ
て 

一

番
の
窓
口
で
在
り
続
け
ま
す
。

　

公
民
館
で
は
、た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

を
各
月
開
催
し
て
い
ま
す
。寄
り
合
い
カ

フ
ェ
、飯
田
ふ
れ
あ
い
夢
食
堂
や
飯
田
高

原
文
化
祭
は
、幅
広
い
世
代
の
住
民
の

方
々
が
集
い
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。ま

た
、健
康
促
進
を
目
的
に
元
気
ア
ッ
プ
体

操
、３
Ｂ
体
操
、マ
ー
ジ
ャ
ン
サ
ー
ク
ル
、

脳
い
き
い
き
教
室
、刺
繍
や
俳
句
と
い
っ

た
様
々
な
教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

用
事
が
無
く
て
も
公
民
館
に
来
て
く
だ
さ
い
！
色
ん
な
お
話
を

し
ま
し
ょ
う
♪

　

公
民
館
は
地
域
の
仲
間
同
士
が

「
つ
ど
う
」「
ま
な
ぶ
」「
つ
な
が
る
」に

焦
点
を
置
き
、人
づ
く
り
、地
域
づ
く

り
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん

の
や
り
た
い
こ
と
を
、公
民
館
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
実
現
へ
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ベ
ン
ト
や
教
室
に
興
味
の
あ
る

方
、
用
事
が
無
く
て
も
話
が
し
た
い

方
、ど
ん
な
に
小
さ
な
悩
み
で
も
公
民

館
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

飯田公民館主事　長柄さん

地域と子どもの国際交流の様子
（６カ国　計３５名の参加）

東飯田公民館主事　切木さん（左）

飯田高原文化祭の様子

公民館って　　どんなとこ？
九重町内４地区にある公民館はどんなことをしているのか？

全
国
優
良
公
民
館
賞
受
賞
！
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　町内こども園・小学校・中学校の入園式・入学式が行われ、新入園児・新入学生が新しい生活をスタートさせました。

入園・入学おめでとうございます4
   ８・10・11

まちの話題

こども園

小学校

みつば

東飯田

飯　田

野　上

合　計

野　矢

飯　田
南山田
淮　園

合　計

全園児数

全校児童数

0 歳

1 年

1 年

2

20

1

16

3

4
7

8
4

59

1 歳

2 年

20

12

5

16

25

0
4

8
4

44

2 歳

3 年

22

14

2

18

24

6
12

14
3

67

3 歳

4 年

16

17

15

18

31

5
9

13
3

65

4 歳

5 年

31

23

6

15

37

6
6

14
4

68

5 歳

6 年

34

15

5

24

39

3
11

6
2

61

計

計

125

101

34

107

159

24
49

63
20

364

全校生徒数

2 年1 年

5671

3 年

78 205

計緑陽
中学校

こども園・小学校・中学校の園児・児童・生徒数
（人数は入園式・入学式時点）

みつばこども園

野上小学校

ここのえ緑陽中学校
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  3
  29 ご寄付ありがとうございます

（左から）日野町長、時松慊蔵さん、有吉議長

　３月２９日、プロゴルファーの時松隆光さんより１２月に
主催した謝恩コンペにて集まった１４２，５００円を寄付して
いただきました。
　当日は、ゴルフツアー中の時松プロに代わり、お父さ
んの慊蔵さんが町長室を訪れ、「九重町の社会福祉向
上のために役立ててほしい」と話されていました。

  4
19 地域の安心・安全のために

第11分団26部の池永洸太郎さん（右）が新入団員を代表して、
決意表明をされました。

　令和６年九重町消防団退団者感謝状贈呈式並びに新
入団員任命式が九重町役場で行われました。退団者を
代表して生田良治さんに日野町長より感謝状が贈られ、
新入団員へ団長より辞令が交付されました。
　今年度４名の新入団員を迎え、総勢３０３名の九重町
消防団がスタートしました。

  4
16 ともに学ぶ楽しさと大切さ

今年度は新たに７名が第 54 期生として入学されました

　第 54 期九重寿大学の入学式・始業式が九重文化セ
ンターで行われました。
 新入生を代表して宮本時雨さんが決意表明をされまし
た。今年度は学生 78 名が、園芸や美術など８つの部
会に分かれて毎月学習活動を行っていきます。

  3
  29 つや姫コンテスト受賞報告

（左から）佐藤和敏さん、日野町長、佐々木良忠さん、加藤公博さん

　令和５年度「大分県うまい！つや姫コンテスト」にて九
重町から佐藤和敏さんが最優秀賞を、佐々木良忠さん
と加藤公博さんが優秀賞を受賞され、町長に報告に訪
れました。本コンテストには毎年九重町から受賞者が出
ています。
大分県うまい！つや姫コンテストとは
大分県のブランド品種として推進されている「つや姫」の生
産者を対象に実施されるコンテスト。令和５年度は35点の
応募から、たんぱく含有率・味度値・検査等級などの評価項
目によって選出された上位５名が表彰されました。

広報ここのえ　2024.5月号広報ここのえ　2024.5月号55



　大分県後期高齢者医療広域連合が行う健康診査は、糖尿病等の生活習慣病を早期発見・治療し、重症化を予防
するために行われます。健康管理のために年１回の健康診査を受けましょう。

大分県後期高齢者医療の健康診査について
●お問い合わせ　　　　　大分県後期高齢者医療広域連合　☎０９７－５３４－１７７１　

住民課　☎０９７３－７６－３８０２

大分県後期高齢者医療の被保険者が対象です。

費用は年１回のみ無料です。

お住まいの市町村の健康相談窓口をご利用ください。

大分県後期高齢者医療の被保険者証（保険証）と、５月下旬までに送付される健康診査受診券（ピンク色のハ
ガキ）をご持参ください。

広域連合が送付する受診券に記載している項目です。

お住まいの市町村が行う集団健診と同じ日程・会場又は広域連合の契約医療機関で受診できます。契約医療機関
については、掲載している二次元バーコード又はホームページにて確認するか、広域連合又はお住まいの市町村の
後期高齢者医療担当窓口にお問い合わせください。

　令和6年度の健康診査を受けた方の中から抽選で50名様に、4,000円相当の「お肉ギフト券」が当たります。
応募の必要はありません。抽選は令和 7 年 6 月頃の予定で、当選者の発表は、発送をもってかえさせていた
だきます※。

※詳細は掲載している二次元バーコード又はホームページにて確認するか、広域連合にお問い合わせください。

　ご長寿けんしん割対象施設の旅館・ホテル宿泊時に、令和 6 年度の健診結果を提示することで、特典が
受けられます※。

いざ、けんしん！キャンペーン

ご長寿けんしん割

対 象 者

費 用

健 診 の 結 果 に 関 す る 相 談

持 参 す る も の

検 診 項 目

日 程 ・ 場 所
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■オレンジドクター（物忘れ・認知症相談医）
■大分県認知症疾患医療センター

　もの忘れが気になる…、認知症にならないか心配…、介護に不安がある…など、１人で考え込んだり悩んだりしてい
ませんか？１人で頑張りすぎないで、早めに相談することが大切です。相談は専門の相談員が対応しますので、気軽
に相談してみましょう。

認知症のこと、誰かに相談してみませんか？〜認知症に関する相談窓口について〜
   ●お問い合わせ　　　　　　　    健康福祉課　☎０９７３－ 7 ６－３８２１　

■九重町地域包括支援センター（九重町保健福祉センター内）
■九重町もの忘れ支え合い支援チーム
■�認知症地域支援推進員
　�毎月「ものわすれ相談室」も開催しています。脳の健康度チェックも一緒に実施できますので、
　ご希望の方はお電話または申し込みフォームからお申込みください。
　【電話　０９７３‐76‐3863　※相談時間：月～金曜日　8 時 30 分～１７時】
■認知症の人と家族の会（大分県支部）
　認知症の人とその家族が安心して暮らせる社会をめざして活動する公益社団法人です。
　【電話相談　０９７‐５５２‐６８９７　※火～金曜日　10 時～ 15 時】
■若年性認知症支援コーディネーター
　専任のコーディネーターが若年性認知症に関するご本人や家族からの相談に応じます。
　【電話　０９７‐５２９‐７５８８（佐藤病院内）※火～金曜日　10 時～ 15 時】
■大分県認知症疾患医療センター
　�地域における認知症医療の核となる専門医療機関で、九重町がある西部地区では上野公園病院が指定さ

れています。
　上野公園病院　【電話　０９７３‐２３‐６６０３　※相談時間：月～金曜日　９時～１７時】

＊＊　相談のながれ　＊＊

＊＊　主な相談窓口　＊＊

九重町地域包括支援センター　☎０９７３－７６－３８６３

【申し込みフォーム】

かかりつけ医

最近、物忘れが増えてきた
認知症かも？

認知症のことを知りたい 認知症の人のことを
相談したい

■九重町地域包括支援センター
　（もの忘れ支え合い支援チーム）

■九重町役場　健康福祉課

相談 相談

相談

相談 相談

連携 連携

連携
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[ 九重町国民健康保険にご加入の方、75 歳以上の方　～医療機関に通院されている方へ～ ]
　40歳以上74歳未満の方が対象の特定健診と後期高齢者の健康診査は、受診券を使うと自己負担金 0 円で大分県
内の医療機関でも受診することができます。国保の方は５月に役場住民課より発送の『特定健康診査受診券』（封書）、
後期高齢者の方は４月下旬より順次発送の『健診受診券』（ハガキ）をご確認ください。定期受診されている方も、この
健診受診券を使えば、いつもの検査項目（普段の受診では検査しない項目）も無料で検査できます。
※がん検診費用の助成はありません。詳しくは九重町ホームページ「健診・検診」のページもご確認ください。➡

【九重町で受診券が使える医療機関】　矢原医院（ TEL：77‐6121 ）、友成医院（ TEL：78‐8811 ）

令和６年度総合健診のお知らせ
●お問い合わせ  特定健診・受診券に関すること  住民課国保年金グループ　☎０９７３－ 7 ６－３８０２　

▶受診方法

▶集団（巡回）健診日程　受付時間（８：３０～１０：３０）

がん検診・健診内容に関すること　　　保健福祉センター　☎０９７３－７６－３８３８
７５歳以上の方に関すること　　大分県後期高齢者医療広域連合　☎０９７－５３４－１７７１

①集団（巡回）健診 ②施設健診

受診場所 町での総合健診（各地区施設） 厚生連健康管理センター（鶴見病院そば）

実施期間 令和６年11 月１８日まで　※下記参照 令和７年2 月末まで

申込方法
お申込みがお済みでない方で、希望する方は
保健福祉センターまで

（電話：0973-76-3838）

●大分県厚生連健康管理センターへ直接予約
　（予約専用電話：0977-75-6154）
●JA を通じて予約

自分のために、周りの人のために、禁煙に取り組んでみませんか？

　喫煙は、脳卒中や心臓病、慢性的な肺疾患（COPD）といった生活習慣病や、肺がんに限らず多くのがん
の原因となります。また、受動喫煙によって非喫煙者の健康が損なわれることも問題となっており、九重町は
県下でも喫煙習慣のある人が多いことがわかっています ( 特に男性 )。

※感染症の流行や悪天候により延期や中止する場合は、公式 LINE 等でお知らせします。

～ 5 月31日は “ 世界禁煙デー ”、5 月 31 日～ 6 月 6 日は “ 禁煙週間 ” です～
今年のテーマ「たばこの健康影響を知ろう！〜たばことCOPDの関係性」

希望調査票・電話等で申込み済の方→ 5 月中に、問診票等「検診セット」をお送りします。
申込みがお済でない方　　　　　　→受診を希望する場合は保健福祉センターまでご連絡ください。

日程 乳エコー/ 託児 会場 日程 乳エコー/ 託児 会場

６月

４日（火)
保健福祉センター 10月

6 日（日) あり※

保健福祉センター
５日（水) 7 日（月)
６日（木) 泉水コミュニティセンター

11月
17 日（日) あり※

７日（金) 飯田地区体育館 18 日（月)
11 日（火)

東飯田地区体育館
12 日（水)
19 日（水)

南山田公民館20 日（木)
21 日（金)

26 日（水)
保健福祉センター

27 日（木) あり※

※乳がん検診（乳エコー）について
⇒ 39 歳以下対象の乳房超音波検査は予約優先です。

※託児について
⇒２週間前までに保健センターまでご連絡ください。

乳房超音波検査 
予約専用
二次元コード
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予防接種のお知らせ
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎０９７３－７６－３８３８　

ＨＩＶ早期発見のために検査を受けませんか？～梅毒との重複感染も増加しています～
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎０９７３－７６－３８３８　

第３次健康ここのえ２１計画より 「歯の健康について」
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎０９７３－７６－３８３８　

▼４月１日よりおたふくかぜ（流行性耳下腺炎）ワクチンの一部助成を始めています！

　6月1日～ 6月7日は「HIV 検査普及週間」です。西部保健所では毎月第1・3 火曜日にHIV抗体検査を実施し
ており、6 月は下記の日程で夜間検査を実施します（匿名・無料）。HIV感染症は早期に治療を開始すればエイズ発症
を防ぐことができますが、発見が遅れると命に関わることもあります。早期発見のために、まずは検査を受けてみませんか？

　6 月 4 日〜 10 日は歯と口の健康週間です。
〇３分間、毎食後正しい歯磨きをしましょう。
　また、　歯間ブラシ、フロスなど活用しましょう。
〇口腔体操１日３０回を目安に毎日しましょう。

▼令和６年度より予防接種の内容が下記のとおりになります。

※詳しくはホームページをご覧ください。

九重町に住民票があり、１歳～小学校入学前までの者
＊小学校入学前までの助成は令和６年度のみになります。令和７年度からは３歳未満までが対象になります。

１人１回限り　上限 5,000 円まで

助 成 対 象 者

助成回数・金額

実 施 日 時

検 査 料
内　　 容

申 込 方 法

場　　 所
令和６年６月３日（月）　１７:００～１８：３０

無料
問診・採血を行います。採血後約１時間で検査結果をお伝えします。
＊夜間検査で受けられるのは HIV のみです。
事前に電話予約が必要です。検査を迷っている場合も、まずは電話でご相談ください。
また、受付人数に限りがありますのでご了承ください。

〈大分県西部保健所地域保健課　TEL0973‐23‐3133〉

大分県西部保健所（日田市）

ワクチン種別 対象年齢 内容

新型コロナ
ワクチン

・65 歳以上の方
・60歳から64歳で、重症化リスクの高い方（※）

（※） �心臓、腎臓または呼吸器の機能に障害があ
り、身の 回りの 生 活が極 端に制 限される方
など

〇接種回数・時期：年に１回、秋冬に実施
〇費用：有料（一部助成予定）
＊�金 額は 現 時点 では 未 定 です。決 定 次 第、ホームペー

ジ等でお知らせします。
〇�左 記 対 象 以 外の方は、任 意 接 種（ 全 額自己負

担）となります。

HP Ⅴワクチン
（子宮頸がん）

小学６年生～高校１年生相当の女子
キャッチアップ 接 種 対 象者

（平成９年４月２日～平成20年４月１日生の女子）

〇費用：無料
〇�高 校１年 生、キャッチアップ 接 種 対 象の女 子は

令和７年３月３１日までが接種期間になります。

外側のあて方

前歯の裏側 奥歯の嚙み合わせ 奥歯の内側

内側のあて方歯と歯肉の境目

歯ブラシを縦にあて、縦方
向に動かします。

噛み合わせ面のくぼみに
毛先を水平にあてます。

一番奥の歯まで毛先が届く
ように意識しながら振動さ
せます。
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既存のごみステーションを整備しませんか？
●お問い合わせ　商工観光・自然環境課　☎０９７３－７６－３１５０

コンポストを利用しませんか？
●お問い合わせ　商工観光・自然環境課　☎０９７３－７６－３１５０

消費生活相談を受け付けています
●お問い合わせ　商工観光・自然環境課　☎０９７３－７６－３１５０

　現在利用しているごみステーションは劣化していませんか。劣化が原因で鳥獣、犬猫、風雨被害などによるごみの
散乱が見受けられます。そこで、町民の良好な生活環境の保全を図るため、ごみステーションの整備に対して補助
を行っています。

①ごみ収集箱の既製品を購入した場合は、
　2 分の1以内を補助とし、30,000 円を限度とする。
②ごみ収集箱を業者等に製作又は修繕を依頼した場合は、
　必要経費の 2 分の1以内とし、30,000 円を限度とする。
③ごみ収集箱を自主製作する場合は、
　原材料費の 2 分の1以内とし、30,000 円を限度とする。
④カラスネットを購入した場合は、２分の１以内とし、
　2,000円を限度とする。

　生ごみに含まれる水分量は 70～80％と言われています。水切りをしたり、コンポストを利用したりすることでごみ
の減量につながります。ごみが減ることで焼却量が減り、二酸化炭素排出の削減にもなります。生ごみ処理機（電動式）
と生ごみ処理容器（コンポスト）の購入に対して補助を行っていますのでご活用ください。
※堆肥化することにより家庭菜園やガーデニングなどにも利用できます。
※生ごみが減ることでごみ出しの回数やごみ袋の購入が減ることも大きなメリットです。

生ごみ処理機（電動式）
購入費用の2 分の1 以内とし、
25,000 円を限度とする。

生ごみ処理容器（コンポスト）
購入費用の2 分の1 以内とし、
5,000円を限度とする。

　消費生活に関する相談や情報提供を受け付けています。自主解決に向けての助言や情報提供、状況によっては
あっせんを行います。また、無料出前講座や各地区公民館での出張相談も予定しています。相談や講座の依頼など、
お気軽に連絡ください（相談無料・秘密厳守）。
〇主な相談内容
　商品やサービスの契約でのトラブル、製品事故、架空請求、多重債務　など
〇相談できないこと
　個人間トラブル、労働相談、事業者の方からの相談　など
〇無料出前講座
　15 分程度の簡単なものから 60 分程度の講座まで希望に合わせて実施します。
〇主な講座内容
　�最近多い消費者トラブルについて、子どもの事故防止、幼児期からの金銭教育、スマホトラブルについて、エシカ

ル消費について
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この帳簿は縦覧のために作成されたもので、所有者情報は記載されていません。

令和６年度は「評価替え」の年です
●お問い合わせ　税務課　☎０９７３－７６－３８０３

令和６年度固定資産税価格等縦覧帳簿の縦覧について
●お問い合わせ　税務課　☎０９７３－７６－３８０３

「評価替え」とは？
　土地の価格は変動し、家屋は年数が経過すれば価値が下がります。
その動きを３年毎に見直す制度が「評価替え」といいます。具体的には、総務大臣が定めた「固定資産評価基準」
に基づいて価格を見直すこととなっており、令和６年度がこの「評価替え」を行い、価格を見直す基準年度となります。

　「土地価格等縦覧帳簿」及び「家屋価格等縦覧帳簿」を縦覧することで、納税者が自己の土地・家屋の評価額と
他の土地・家屋の評価額とを比較することができます。
　ただし、この目的（納税者が自己の土地・家屋の評価額と他の土地・家屋の評価額との比較により適正かどうか
を判断すること）以外の縦覧はできません。また、償却資産はこの縦覧の対象外です。

●土地について
　土地の評価は宅地、田、畑、山林などの地目ごとに定められた評価方法に基づき、価格を算定しています。

●家屋について
　�家屋の評価は再建築価格（今、建てたとしたら、建築費はいくらになるか）を求め、その家屋の経過年数に応じた

減価を考慮して価格を算定しています。

※�土地の納税者は土地の縦覧帳簿、家屋の納税者は家屋の縦覧帳簿、両資産の納税者は土
地・家屋両方の縦覧帳簿の縦覧ができます。

注意：資産の所有者であっても納税者でなければ縦覧できません。

縦覧できる人

縦 覧 期 間

縦 覧 時 間

縦 覧 場 所

固定資産税（土地・家屋）の納税者
（納税者の同居親族で納税者から委任を受けた人及び納税者の代理人として委任
状等を提示できる人等を含む）
※令和６年１月２日以降に所有者となった方は縦覧できません。

令和６年４月１日から令和６年５月３１日まで
（ただし、土・日曜日及び祝祭日の閉庁日を除く）

午前８時３０分から午後５時まで

九重町役場　税務課
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　令和６年４月２日以降に出生するお子さん（保護者）に対
し、県産木材を使用し町内の木工作家が作成した木製食器

（５点）にお子さんの名前を入れた品を贈呈します。
この取り組みは、次代の社会を担うお子さんの出生をお祝
いし、自然由来の木製食器を贈呈することで、九重町から
のお祝いのメッセージとするとともに、安心安全な木製食器
をご利用いただくことで、お子さんや保護者の皆様が森林
環境を始めとする自然環境への関心を持っていただくことを
目的とし、森林環境譲与税を活用した取り組みのひとつとし
て実施するものです。

出産祝い記念品を贈呈します
●お問い合わせ　　　　　子育て支援課　☎０９７３－７６－３８２８　

農林課　☎０９７３－７６－３８０４

（左から）日野町長、後藤文生さん、戸高朋子さん

　営農計画書とは「水稲生産実施計画書及び経
営所得安定対策等の交付金に係る営農計画書」
のことを言います。営農計画書により九重町内の
水稲生産状況や農地の状況を把握するための資
料となるほか、各種交付金の基礎資料としての
役割があります。
　農地を所有されている方で、今年度まだ提出
されていない場合はお早めにご提出をお願いしま
す。
　また、耕作していない場合も提出をお願いして
います。（営農計画書は「水稲共済加入意思確
認書」を兼ねています。）

※営農計画書は３月下旬に郵送しています。
※同封の返信用封筒をご活用ください。

【提出期限 ： 令和６年５月３１日（金）】
【提 出 先  ： 役場１階　農林課窓口 】

　5 月 12 日は、民生委員・児童委員の活動を
地域の皆様に知っていただくため、全国民生委
員児童委員連合会が定めた「民生委員・児童委
員の日」です。
　九重町には、37名の民生委員・児童委員と
子どものことを専門に担当し活動する 4 名の主
任児童委員がいます。地域の皆様のご理解とご
協力をよろしくお願いいたします。

●お問い合わせ 
　農林課　☎０９７３－７６－３８０４

●お問い合わせ 
　健康福祉課　☎０９７３－７６－３８２１

令和6年度営農計画書の
提出はお済ですか？

5月は「民生委員・児童委員」
強化月間です。

民生委員・児童委員のマーク
幸せ のめばえを示す四つ葉 のクローバーをバックに、民生委
員の「み」の文字と児童委員を示す双葉を組み合わせ、平和の
シンボルの鳩をかたどって、愛情と奉仕を表しています。

「こどもまんなか　児童福祉週間」について
　こども家庭庁では、毎年５月５日の「こどもの日」から１週間を「こどもまんなか　児童福祉週間」と定め、こど
もたちの健やかな育成について国民全体で考えることを呼びかけています。令和６年度は
「すきなこと　どんどんふやして　おおきくなあれ」を標語に掲げ、児童福祉の理念の普及・
啓発のための各種行事を実施します。

　詳細につきましてはこども家庭庁が開設しているサイトをご覧ください→
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町営住宅等の入居者を募集します
●お問い合わせ　建設課　☎０９７３－７６－３８１１　

●入居予定日：令和６年７月１日（月）から
●敷金（入居時住宅使用料の３月分）を入居手続きの際に納入が必要です。
●入居後、共益費が必要です。
●申込みには、所得制限等の要件があります。応募が多数の場合は抽選会を行います。
●申込書は建設課（役場２階）に用意しています。九重町ホームページからもダウンロードできます。
●町営住宅の使用制限措置に基づき、暴力団関係者と判明した場合は、入居できません。

募集期間：令和 6 年 5 月16日（木） ～ 5 月31 日（金） 午後5時まで　     

町
営
住
宅

申
込
み
に
つ
い
て

住　     所：
募 集 戸 数：

そ の 他：
住宅使用料等：
駐車場使用料：

住　     所：
募 集 戸 数：

住宅使用料等：
駐車場使用料：

住　     所：
募 集 戸 数：
そ の 他：
住宅使用料等：
駐車場使用料：

九重町大字右田３１５０番地の１
一般世帯向け４戸（３ＬＤＫ）
高齢者向け１戸（２ＤＫ）
ＩＨクッキングヒーター（２０Ａ措置タイプ）が必要
住宅使用料は所得によって決定。
１，０００円／月

九重町大字右田７８５番地の１
一般世帯向け２戸（３ＬＤＫ）
高齢者向け１戸（２ＬＤＫ）
住宅使用料は所得によって決定。
１，０００円／月

九重町大字右田６８７番地
一般世帯向け２戸（３ＬＤＫ）
ＩＨクッキングヒーター（２０Ａ措置タイプ）が必要
住宅使用料は所得によって決定。
１，０００円／月

松岡台住宅

青山住宅

豊後中村住宅

▲九重町ＨＰ

逝去者名簿の掲載について
●お問い合わせ　情報デジタル推進課　☎０９７３－７６－３８７４

　広報ここのえ 7 月号で配布しています「逝去者名簿」（初盆家庭名簿）は、「死亡届に係る情報提供書」で掲載を
希望された方の情報を掲載しています。掲載の有無について変更を希望される場合や、掲載希望の有無について
不明な場合は、九重町役場にてご確認ください。

〔変更期限：6 月２１日（金）〕
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　令和６年４月から大分県内では『大分県共同
利用型電子入札システム』が導入されており、九
重町においても令和６年１０月から物品・役務に
関する電子入札の運用を開始する予定です。
　九重町の入札に参加を希望する事業者は入
札参加資格申請が必要になります。
　申請方法については大分県が開設しているサ
イトで確認をお願いします。

『《大分県・市町村共同事業》入札関連事務電
子化（物品・役務）特設サイト』
https://www.pref.oita.jp/site/buppin-
nyusatsu-denshika/

共同受付センター
連絡先：097-506-2831

申請受付予定日
令和６年６月１日～
令和６年７月３１日

　消防団の消火活動等をより安全に行うために
宝くじコミュニティ助成事業を利用して消火活動
用防火外套一式を購入しました。
　この防火外套とは、火災現場で着用するもの
で熱に強く、切れたり破れにくい素材で団員を炎
などから守るための資機材になります。

●お問い合わせ 
　　　総務課　☎０９７３－７６－３８００

●お問い合わせ 
　危機管理・防災安全課　☎０９７３－７６－３８０１

入札関連手続（物品・役務）の
電子化・資格登録について

安心・安全な町づくりを
目指して

シリーズ
『障がい福祉』

100

特別障害者手当・障害児福祉手当をご存じですか
●お問い合わせ　健康福祉課　☎０９７３－７６－３８２１

◎対象者／�著しく重度の障がいがあるため、日常生活において常時特別の介護を必要とする在宅の２０歳以上の方（お
おむね身体障害者手帳１・２級又は療育手帳Ａ１Ａ２程度の障害が重複している。または、これらと同等の
障害や疾病、精神障害があり、常時介護を必要とする方）

◎対象者／�著しく重度の障がいがあるため、常時介護を必要とする程度の状態にある２０歳未満の方（おおむね身体障
害者手帳１級と２級の一部、療育手帳Ａ１Ａ２、これらと同等の疾病、精神障害があり常時介護を要する方）

※施設に入所している方、３カ月を超えて継続して入院している方は受給できません。
※本人又は扶養義務者の所得要件があります。
※対象要件に該当するかどうかは担当課までお問い合わせください。

特別障害者手当　　月額／２８，８４０円（毎年改定有）

障害児福祉手当　　月額／１５，６９０円（毎年改定有）
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ふるさとの
 文化財探訪

第120回

左
之
策
未
完
の
遺
作
　

　

九
重
町
に
は
た
く
さ
ん
の
お
寺

や
神
社
が
あ
り
ま
す
が
、
各
家
に

親
先
祖
か
ら
代
々
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
頼
み
寺
や
氏
神
様
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

松
木
川
上
に
、
宝
円
寺
が
あ
り

ま
す
。
私
の
実
家
の
頼
み
寺
で
、

幼
い
こ
ろ
か
ら
法
事
で
は
宝
円
寺

の
ご
い
ん
げ
さ
ん
が
お
経
を
あ
げ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
神
社
と
違
い
、お
寺
に
行
き
、

本
堂
の
中
に
入
る
機
会
は
そ
ん
な
に
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
桜
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
宝
円
寺
を
訪
れ
、
内
部

を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
町
指
定
文
化
財
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
本
堂
は
前
回
掲
載
し
た
小
倉
神
社
と
同

じ
く
、
佐
藤
左
之
策
の
建
築
で
す
。

　
お
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
過
去
帳
に
よ
る
と
、
慶

応
二
年
（
１
８
６
６
）
本
堂
材
木
出
し
男
女
群
衆
ス
、

と
記
録
が
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
１
５
８
年
前
の
切
株

が
宝
山
に
残
さ
れ
て
い
る
、
と
言
い
伝
え
が
あ
る
そ

う
で
す
。
桁
行
３
間
、
梁
間
７
間
、
入
母
屋
造
り
の

屋
根
は
昭
和
12
年
に
茅
葺
き
か
ら
瓦
葺
へ
、
平
成
3

年
に
瓦
葺
か
ら
ス
テ
ン
レ
ス
葺
に
改
修
し
ま
し
た
。

平
成
13
年
に
基
礎
部
分
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
金
物
で

補
強
し
た
こ
と
と
屋
根
の
軽
量
化
で
、
先
の
熊
本
地

震
の
被
害
を
防
げ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
本
堂
を
正
面
か
ら
見
て
ま
ず
目
に
入
る
の

は
、
生
き
生
き
と
し
た
水
流
と
鯉
の
透
か
し
彫
り
欄

間
。
そ
の
上
の
通
肘
木
間
に
は
、波
と
兎
が
い
ま
す
。

兎
年
の
私
と
し
て
は
ち
ょ
っ
と
う
れ
し
い
。
な
ぜ
に

「
波
と
兎
」？　

波
は
水
な
の
で
火
防
・
火
除
け
の

守
り
と
さ
れ
、
月
の
精
で
あ
る
兎
は
子
孫
繁
栄
や
豊

穣
を
も
た
ら
す
め
で
た
い
瑞
獣
と
さ
れ
ま
し
た
。「
波

と
兎
」
は
倉
の
鏝こ
て
え絵
や
古
伊
万
里
・
着
物
・
家
紋
の

文
様
な
ど
に
も
見
ら
れ
、
波
と
千
鳥
、
雲
と
龍
な
ど

組
み
合
わ
せ
の
決
ま
っ
た
図
柄
は
、
人
々
に
広
く
好

ま
れ
て
、
様
々
な
場
面
に
用
い
ら
れ
て
き
た
よ
う
に

「
波
と
兎
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
そ
う
で
す
。

　
本
堂
内
部
に
入
る
と
広
々
と
し
た
外
陣（
お
参
り

す
る
と
こ
ろ
）と
、
内
陣（
ご
本
尊
の
あ
る
と
こ
ろ
）、

内
陣
左
右
の
脇
陣
と
間
取
り
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。

よ
く
よ
く
見
る
と
、
鮮
や
か
に
彩
色
さ
れ
た
部
分

と
、
そ
う
で
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
欄
間

な
ど
の
彫
刻
も
左
右
非
対
称
で
あ
り
、未
完
成
で
す
。

「
九
重
町
の
建
造
物
」に
よ
る
と
、
経
費
不
足
で
欠
損

し
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
建
設
を
始
め
て

か
ら
わ
ず
か
三
年
後
に
佐
藤
左
之
策
は
没
し
て
い
る

た
め
最
後
の
作
品
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
費
用
の
問

題
で
は
な
く
、
体
調
の
問
題
で
、
完
成
せ
ず
生
涯
を

終
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
材
料
は
総
欅
造
、
天

井
板
や
建
具
な
ど
、
折
上
格
天
井
幅
広
の
一
枚
欅
板

な
ど
ふ
ん
だ
ん
に
木
材
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
彫

刻
な
ど
の
装
飾
に
、
波
や
龍
、
鯉
な
ど
水
に
ま
つ
わ

る
も
の
が
多
い
の
は
、
先
人
た
ち
が
材
料
と
人
手
を

供
出
し
協
力
し
て
作
り
上
げ
た
、
こ
の
様
な
素
晴
ら

し
い
建
物
を
後
世
に
残
す
た
め
、
火
災
を
防
ぐ
た
め

火
除
け
の
守
り
と
し
て
願
い
を
込
め
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　
左
之
策
の
頭
の
中
に
は
、
完
成
形
が
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
て
い
た
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
叶

わ
ず
こ
の
世
を
去
っ
た
の
は
、
さ
ぞ
残
念
だ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

 

　部落差別とは、日本社会の歴史的過程で形づくられた身分差
別により、日本国民の一部の人々が長い間、経済的、社会的、
文化的に低位の状態を強いられ、今なお日常生活の上で様々な
差別を受けるなどしている、我が国固有の人権問題です。
　江戸時代には、一部の人々は農民や町民などとは別の身分と
されていましたが、身分的差別の強化に伴って、交際、服装、
髪型、住む場所など衣食住にわたる規制は厳しいものになりました。
江戸幕府が終わり、明治政府が成立して間もない１８７1（明治４）
年に、いわゆる「解放令」と称される「太

だじょうかん

政官布
ふ こ く

告」が出され
ました。これにより法令上、差別的な身分は廃止され、差別さ
れていた人 も々一般市民と同じであるとされました。
しかし、太政官布告は部落差別の解決に向けた出発点にはなり
ましたが、十分な対策は採られず、１８７2（明治５）年に作られ
た最初の戸籍「壬

じんしん

申戸
こ せ き

籍」には、旧身分の差別的な呼称が記載
されたものもありました。また、地域によっては「解放令」に反
対する一揆が起き被差別部落が襲われる事件も発生しました。

人権

No.333

制度的に身分差別はないこととされましたが、実態として差別
は残されたままでした。
　さらに、職業の選択が自由になったことにより、それまで被
差別部落に住む人々が主に携わってきた特定の職業に、様々
な人 も々就くようになり、被差別部落に住む人々が職を失うな
どかえって経済的に苦しくなったともいわれています。
大正時代になると、被差別部落に住む人々の生活を改善する
ことを目的とした、政府、地方公共団体、各種団体合同によ
る事業の取り組みが見られましたが、十分ではなく現実の厳し
い差別の解消や人権意識の向上というところまでは至りませ
んでした。
　しかし、差別を受けていた人 も々厳しい状況を無条件に受
け入れたわけではありません。１９２2（大正１１）年には全国水
平社が結成され、「水平社宣言」が宣言されました。「人の世
に熱あれ、人間に光あれ」という言葉で結ばれたこの宣言は、
長い間差別されていた人々が自ら声を上げた世界初の人権宣
言ともいわれています。全国水平社を中心とした自主的解放
運動は全国に広がっていきましたが、昭和時代に入ると戦争
が激しくなり、全国水平社の活動も停止を余儀なくされました。
その後、部落差別解決に向けた本格的な取り組みは第二次
世界大戦後になるまで行われませんでした。
　「解放令」から百数十年を経た現代でも被差別部落に対す
る偏見や差別意識により、様 な々社会的不平等や差別が存在
しています。部落差別は、基本的人権が侵害されていること
が問題であり、私たち一人一人が解決に取り組まなければな
りません。部落差別問題を正しく理解し、一人一人の人権が
尊重される社会の実現を目指しましょう。

人権尊重・部落差別解消推進課

部落差別とは

文
化
財
調
査
委
員
　
梅
木
　
恵
美

参考文献　九重町の建造物（九重町教
育委員会）九重町文化財調査報告書第
２８輯
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　ほんの森5月号　平日 午前10時〜午後６時　土・日 午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館 ☎ 76−3888

新刊・新着図書案内　～もうじき梅雨の足音が。雨音を聞きながらの読書もいいものです～
●����児童図書・コミック
　挫折しそうなときは、左折しよう　　　	 マーク・コラジョバンニ
　とんとんももんちゃん　　	 とよたかずひこ
　ちいかわ　お友だちとのつき合いかた　　	 加藤裕美子
　恐竜世界のサバイバル 生き残り作戦①・②　　	 平山廉
　恐竜の迷路　　	 香川元太郎
　音にさわる はるなつあきふゆをたのしむ「手」　　	 広瀬浩二郎
　きみたちはどう生きるか 徳間アニメ本　　	 宮崎駿
　おにゃけ　　	 大塚健太
　しずくちゃん㉞㉟㊱　　	 ぎぼりつこ
　とうふとみそのケンカ（紙芝居）　　	 チャンキー松本

●�一般図書
　源氏物語の女君たち　　	 藤井由紀子
　迷彩服の男　　	 安藤ホセ
　君を守ろうとする猫の話　　	 夏川草介
　ぎんなみ商店街の事件簿 SISTER編/BROTHER編　	井上真偽
　捨てたい人捨てたくない人　　	 群ようこ
　BLANK PAGE　空っぽを満たす旅　　	 内田也哉子
　しんがりで寝ています　　	 三浦しをん
　プロジェクト・ヘイル・メアリー　上・下　　	アンディー・ウィアー
　面倒なことはChatGPTにやらせよう　　	 カレーちゃん
　感性のある人が習慣にしていること　　	 SHOWKO
　客観性の落とし穴　　	 村上靖彦
　訂正する力　　	 東浩紀

死ぬまでひとり暮らし 死ぬときに後悔しないために	 和田秀樹
人の悩みのほとんどは「人」今日のことば101 	 大阪専念寺ネコ坊
主の掲示板　　	 藪本正啓
さらば、男性政治　　	 三浦まり
僕が家庭科教師になったわけ つまるところの「生きる力」	小平陽一
60代一人暮らし年金7万円で楽しく幸せに暮らす　　	鈴木よう子
校長の力 学校が変わらない理由、変わる秘訣　　	 工藤勇一
養老先生、病院へ行く　　	 養老孟子
糖質疲労「疲れやすさ」と「老化」の正体　　	 山田悟
10品を繰り返し作りましょう　　	 ウー・ウェン
毎日おにぎり365日　　　	 日々おにぎり ゆこ
あたらしい家中華 手軽あっさり毎日食べたい　　	 酒徒
材料2つと少しの調味料で一生モノのシンプルレシピ	長谷川あかり
夏井いつきの世界一わかりやすい俳句鑑賞の授業	 夏井いつき
人生なんて夢だけど　　	 やなせたかし
ゲゲゲの鬼太郎⑧⑨⑩　　	 水木しげる
世界の家の窓から 77カ国201人の人生ストーリー　　　　
いい人でいる必要なんてない　　	 ナダル
大谷翔平の成信力　　	 西田一見
英語ネイティブが使うのはたった10前置詞！　	 デイビット・セイン
スタジオジブリ名曲セレクション　音名カナつきやさしいピアノ・ソロ
東京ディズニーランド＆シー超お得攻略ブック　2024年度版
地球の歩き方　パリ/ソウル/ロンドン/ホーチミン/ホノルル/シン
ガポール/バンコク/オーストラリア/台湾
	 その他多数

▲ 4 月おはなし会の様子 ▲ 4月のおはなし会で読んだ本

　今月のボランティアグループは「ぷちトマト」のみなさ
んでした。（５月1１日）
　来月は 6 月 8 日（土）「チームそらまめくん」の皆さ
んです。

●「おはなし会」 毎月第2土曜日
　（10時30分~11時）

・・・小さな町の小さな図書館を知ってください・・・

お知らせ

今回は図書館サービスのごく一部をご紹介しましたが、もっとこうだったらいいのにな、こんな取り組みをしてほしいなどのアイデア・ご要望があり
ましたら司書にお声掛けください。図書館はみなさんのご利用で成り立ち、これからも成長していきます。たくさんのご来館をお待ちしています。

参加してくださるご家族のみなさま、ありがとうございます(o^―^o)

読みたい本を司書に
リクエストしてください。
図書館での購入または
大分県内の図書館から

本の取り寄せができます。

広報ここのえ・図書館だよりで
お知らせしている新着図書一覧。
ケーブルテレビでも文字放送中。

新作・話題の本たくさんです。
チェックしてみてください。

図書館へ返却に行く時間がない。
そんなときは各地区の公民館を

通して本の返却ができます。
職員の方にご相談下さい。

大分県立図書館より
５００冊を借り受けています。

利用者さんにご好評の
大活字本も増えました。

３カ月ごとの入替も
お楽しみに！

毎月３回。
テーマを変えて趣向を凝らして
様々なテーマで資料展示中。
読みたい！が見つかります。

小学生を対象に図書館見学を。
中学生は職場体験を。

図書館の事を知ってください。
未来の司書さん、お待ちしてます。

リクエスト

ケーブルテレビ

公民館へ返却

県立図書館コーナー

展示

図書館見学・職場体験
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●　暮らしの情報

各
種
相
談（
相
談
無
料
）

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き　
6
月
３
日
㈪

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■�

内
　
容
　
差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
隣
保
館

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
６
‐
２
４
６
８
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

■
と
　
き　
6
月
６
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
2
会
議
室

■��

内
　
容
　

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

　
請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
０
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·

面
接
相
談
】

■
と
　
き

　
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
、

　
振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

　
（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き

　
6
月
11
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

■
と
　
き　
6
月
13
日
㈭　
午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■��

内
　
容

　�

う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及
び
家
族

等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相
談

■
相
談
料　
無
料

■
そ
の
他

　
前
日
午
前
中
ま
で
に
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所　
地
域
保
健
課

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
３
１
３
３
）

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

■�

と
　
き　

�

平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、　　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
公
証
役
場（
日
田
市
）

■��

内
　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
老
後
の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の

賃
貸
借・売
買
、金
銭
貸
借
、離
婚
給
付
、

尊
厳
死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成

に
関
す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約

書
類
の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相

続
問
題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
６
７
５
１
）

年
金
相
談

■
と
　
き　
6
月
26
日
㈬

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場 

１
階
１
０
１
会
議
室

■�

そ
の
他

　

�

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日
田
年
金
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
６
１
７
４
）

お
知
ら
せ

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限
は

５
月
31
日
㈮
で
す 

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
大
分
県
の
貴

重
な
自
主
財
源
で
す
。

　

納
期
内
に
納
付
し
て
頂
く
こ
と
で
収
入

の
早
期
確
保
が
で
き
、
災
害
復
興
や
コ
ロ

ナ
関
連
の
支
援
な
ど
の
県
の
各
種
施
策
を

円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
県
税
事
務
所
、

金
融
機
関
、郵
便
局
、コ
ン
ビ
ニ
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド（
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
で

の
お
手
続
き
が
必
要
で
す
。）
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
「
Ｐａｙ
Ｐａｙ
」
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　
Ｐ

ａｙ
」
「
Ｐａｙ
Ｂ
」
「
ゆ
う
ち
ょ
Ｐａｙ
」

で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
も
納
期
内
納
付
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
日
田
県
税
事
務
所

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
４
１
７
５
）

大
分
県
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
　

　
「
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
」が
つ
い
て
い
な

い
古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
は
所
持
で
き
な
い

の
で
必
ず
県
教
育
委
員
会
の
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
会
に
出
向
き
、
登
録
証
の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
証
を
紛
失
し
た
場
合
は
登

録
証
の
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
未
登
録
物
件
の
所
持
・
売

買
は
で
き
ま
せ
ん
。

■�

と
　
き

　

�

７
月
3
日
㈬
、
９
月
11
日
㈬
、
令
和
7

年
１
月
15
日
㈬
、
３
月
12
日
㈬

　
の
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
午
後
５
時

　
※
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

■
と
こ
ろ

　
県
庁
新
館
13
階
１
３
３
会
議
室

■
持
参
物

　
現
物
と
発
見
届
出
済
証

■
手
数
料　

　
・
登　
録　
１
件
６
，
３
０
０
円

　
・
再
交
付　
１
件
３
，
５
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
教
育
庁
文
化
課

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
４
９
８
）
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暮らしの情報　●

タ
ー

　
（
☎
０
３
‐
３
６
６
７
‐
１
８
１
５
）

８
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス　

　
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科

　
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

　
ビ
ル
管
理
技
術
科

■
募
集
期
間　

　
５
月
27
日
㈪
～
６
月
28
日
㈮

■
訓
練
期
間

　
８
月
１
日
㈭
～
令
和
７
年
１
月
31
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

消
費
生
活
相
談
員
国
家
資
格

取
得
支
援
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

■
と
　
き　

　
６
月
～
９
月
（
全
14
回
）

■
と
こ
ろ　

　

�

大
分
県
消
費
生
活
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ  

（
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
受
講
可
）

■
費
　
用

　
�

受
講
料
・
教
材
費
無
料（
試
験
受
験
料

は
各
自
負
担
）

■
申
込
期
限　

　
６
月
７
日
㈮

■
そ
の
他　

　

�

日
程
等
、
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。（
５
月
中
に
公
開
予
定
）

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
消
費
生
活
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

（
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
２
０
３
８
）

大
分
県
職
員（
獣
医
師
）採
用
選
考

■
と
　
き　

　

�【�

区
分
Ａ
】
６
月
８
日
㈯
、
８
月
17
日
㈯

10
月
19
日
㈯
、
12
月
21
日
㈯

　

�【
区
分
Ｂ
】
申
込
者
と
調
整・決
定
の
上
、

随
時
実
施

　
選
考
は
面
接
の
み
。

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
受
験
も
可

■
受
験
資
格
・
申
込
み　

　

�

詳
細
は
県
庁
受
付
等
で
配
布
の
選
考
要

領
ま
た
は
大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
総
務
部
人
事
課
人
事
班

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
０
５
）

　

　
Ｊ
：
Ｃ
О
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

■
受
付
期
間

　
６
月
24
日
㈪
～
７
月
10
日
㈬

■
受
講
申
込
書
の
交
付

　
・
各
消
防
本
部（
局
）

　
・�（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー  

大
分
県
支
部

　
・�（
一
財
）大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

■
申
込
書
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ　

　

�

一
般
社
団
法
人　
大
分
県
消
防
設
備
安 

全
協
会

　
〒
８
７
０
‐
０
０
２
３

　
大
分
市
長
浜
町
２
丁
目
12
‐
10　

　
昭
栄
ビ
ル
４
F

   （
☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
３
１
２
５
）

令
和
６
年
度
大
分
県
調
理
師

試
験
準
備
講
習
会

■
と
　
き

　

�

７
月
29
日
㈪
～
７
月
30
日
㈫

   

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■�

と
こ
ろ

  

別
府
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ 

３
階 

31
会
議
室

■�

受
講
申
込
及
び
受
講
料

　

�

第
１
日
目
の
午
前
９
時
30
分
か
ら
10
時 

30
分
の
間
に
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

■�

受
講
料

   

１
万
円（
税
込
み
、
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

　
当
日
、
受
講
申
込
書
に
添
付

■
受
講
対
象
者

　

�

①
令
和
６
年
10
月
26
日
㈯
開
催
の
調
理

師
試
験
の
願
書
提
出
者

　

�

②
今
後
、
調
理
師
試
験
を
受
け
る
予
定　

で
事
前
に
学
習
し
よ
う
と
す
る
者

■�

お
問
い
合
わ
せ　

　

�

公
益
社
団
法
人　
調
理
技
術
技
能
セ
ン

試
験·

講
習
会

令
和
６
年
度
第
１
回
消
防
設
備
士
試
験

■�
と
　
き　
８
月
25
日
㈰ 

午
前
10
時
～

■�

と
こ
ろ   

　�

大
分
大
学（
大
分
市
）、
県
立
中
津
東
高

校（
中
津
市
）、県
立
日
田
林
工
高
校（
日

田
市
）　

■�

願
書
の
配
布

　
6
月
10
日
㈪
か
ら

　
大
分
市
消
防
局
・
東
・
南
署（
予
防
課
）、

　
各
出
張
所
・
分
署

　
県
内
各
地
域
消
防
本
部
予
防
課

　
（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県

　
支
部

■�

願
書
受
付
期
間
　

　
７
月
３
日
㈬
～
７
月
12
日
㈮
予
定

■��

願
書
提
出
先

　
（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分

　
県
支
部

　
〒
８
７
０
‐
０
０
３
４

　
大
分
市
都
町
１
‐
２
‐
19

　
大
分
都
町
第
一
生
命
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

�（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分

県
支
部

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７
）

消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習

■
と
　
き　

　
７
月
21
日
㈰ 

   

午
前
９
時
40
分
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

▲ＨＰ
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推
　
薦
　
三
　
句

推
　
薦
　
三
　
句

　
「
夜よ

わ半
の
春
」
は
、
な
め
ま
か
し
い
感
覚
が

ま
と
わ
り
つ
く
。
桜
吹
雪
や
恋
猫
と
い
っ
た

風
情
を
春
の
夜
は
包
み
込
ん
で
い
る
か
ら
。

「
も
う
一
句
を
さ
れ
ど
一
句
」
と
表
現
し
た
こ

と
で
春
の
夜
を
愉
し
む
風
情
を
醸
し
出
し
ま

す
。
ど
ん
な
句
な
の
か
少
々
気
に
な
り
ま
す

が
、
き
っ
と
郷
愁
や
恋
情
が
呼
び
起
さ
れ
る

そ
ん
な
一
句
で
し
ょ
う
。

あ
と
一
句
さ
れ
ど
一
句
よ
夜
半
の
春

吉
光　

好
美

気
温
が
二
〇
度
を
超
え
る
と
、
も
は
や
ア
ウ
タ
ー
な
し
で
過

ご
せ
る
初
夏
の
よ
う
な
陽
気
で
す
。
春
服
で
耳
飾
り
と
は
い

い
で
す
ね
。
中
七
の「
お
し
ゃ
れ
を
足
し
て
」
で
一
句
が
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
お
見
事
。

春
の
服
お
し
ゃ
れ
を
足
し
て
耳
飾
り

志
賀 
文
子

美
人
に
例
え
、「
立
て
ば
芍
薬
、
座
れ
ば
牡
丹
」と
い
う
有
名

な
フ
レ
ー
ズ
を
想
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
花
の
中
で
も
芍
薬

の
美
し
さ
は
ひ
と
際
。
挿
し
た
芍
薬
の
花
で
古
い
壺
が
生
き

返
る
の
も
頷
け
ま
す
。

芍
薬
を
挿
し
て
古
壺
の
生
き
返
る

泉　

 　

渓

叶
え
た
ひ
と
つ
の
夢
は
何
だ
ろ
う
。
何
か
の
目
標
を
達
成
し

た 

子
ど
も
の
こ
と
を
家
族
で
喜
び
あ
っ
て
い
る
様
子
が
目

に
浮
か
び
ま
す
。「
ま
た
追
っ
て
」に
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。

夢
叶
え
夢
ま
た
追
っ
て
卒
業
す

佐
藤　

次
江

夜半の春

＊�

広
報
の
掲
載
は
一
か
月
遅
れ
に
な
り
ま
す
。
投
稿
の
句
は
「
季
語
」
を
で
き
る

だ
け
先
取
り
し
て
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

（
後
記
）

新
緑
が
深
く
な
り
ま
し
た
。
日
中
は
も
う
初
夏
で
す
。
躍
動
的
な
季

節
を
迎
え
ま
す
。
廻
り
の
景
色
に
目
を
止
め
て
ま
た
元
気
な
五
七
五

を
想
像
し
ま
し
ょ
う
。「
あ
と
一
句
さ
れ
ど
一
句
」
一
日
に
二
句
挑
戦

で
き
た
ら
一
週
間
で
７
句
は
成
功
で
す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。（
選
者
）

咲
い
た
か
な
宮
の
崖
下
一
輪
草       	

ス
エ
ノ

屋
久
島
の
土
埋
木
に
も
夏
は
来
ぬ     	

ト
シ
子

花
曇
ス
カ
ー
フ
な
び
く
終
活
よ       	

ヤ
ス
コ

う
ら
ら
か
や
お
辞
儀
は
深
し
電
話
口　

 　

	

直
人

リ
ュ
ッ
ク
の
子
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
蕗
の
傘  	

豊
國

独
り
居
も
二
十
年
か
な
根
深
汁　
　

     	

末
子

朧
夜
や
か
ぐ
や
姫
の
琵
琶
聞
ゆ
る　

    	

香
澄

お
や
じ
ギ
ャ
グ
連
発
連
打
さ
み
だ
る
る 	

左
世
美

満
開
を
愛
で
て
は
ら
は
ら
花
の
雨　

    	

則
子

青
き
踏
む
翁
の
歩
幅
幼
児
並
み   　

  	

チ
ズ
子

ケ
ー
キ
焼
く
芽
吹
き
の
雨
と
な
り
に
け
り 	
八
千
子

温
暖
化
気
象
変
動
落
桜
花　
　
　
　
　
　

	
桐
友

ふ
ら
ふ
こ
を
空
ま
で
漕
ぎ
て
村
を
出
る　

	

恵
子

目
に
青
葉
君
も
旅
立
つ
意
気
揚
々 　
　

	

春
蘭

喉
が
キ
ュ
ン
皿
に
盛
ら
れ
る
春
の
色　

	

ム
ツ
子

蛇
行
せ
る
道
な
り
に
桜
蘂
ふ
る　
　
　
　

	

律
子

春
の
蚊
や
寝
ぼ
け
眼
が
好
き
ら
し
く　

 	

重
吉

春
爛
漫
独
り
暮
ら
し
の
友
の
庭　

  　

	

き
く
み

未
黒
野
や
白
く
噴
く
山
大
い
な
り　
　
　

	

干
城

鯉
の
ぼ
り
迷
子
に
な
っ
た
幼
少
期 　
　

	

良
子　

若
葉
風
手
鏡
丸
く
拭
く
朝
よ　
　

 　
　

 	

純
子

読

者

俳

句

佳
作
佳
作

　
二
十
一
席

　
二
十
一
席

記

歳

時

俳
句
な
ん
で
も
Ｑ
＆
Ａ
選
句
と
は

Ｑ
作
句
と
選
句
は
、
句
を
つ
く
る
こ
と
と
そ
れ
を
選
ぶ
こ
と
と
い
う
の
は
分
か
り
ま
す
が
、「
車
の
両
輪
」

と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
今
少
し
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
お
答
え
で
す
。
角
川
の
月
間
俳
句（
２
０
２
３
年
９
月
号
）に
選
句
の
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
参

考
に
し
ま
す
。

　

俳
句
は
作
っ
た
も
の
を
句
会
な
ど
で
披
歴
し
て
参
加
者
で
互
選
を
し
ま
す
。
そ
の
際
、
誰
も
が
納
得
す
る
良

い
選
が
で
き
れ
ば
、
作
句
す
る
力
も
向
上
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
人
様
の
句
を
し
っ
か
り
と
読
む
、
想
像
す
る
と

い
う
行
為
を
怠
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
句
会
で
は
、
初
心
者
ほ
ど
、
意
味
が
解
る
、

作
者
が
情
を
述
べ
る
、
季
語
を
因
果
に
使
う
等
、
散
文
的
な
句
を
選
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
俳
句
は
意
味

で
は
な
く
、
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
胸
に
収
め
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。（
選
者
）
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広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD 文字を使用しています。

5
月

号
令

和
6年

5月
17日

発
行（

通
巻

816号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

情
報

デ
ジ

タ
ル

推
進

課
〒

879 -4895　
大

分
県

玖
珠

郡
九

重
町

大
字

後
野

上８番
地

の１
☎

 0973 -76 -2111	
印

刷・株
式

会
社

佐
伯

コ
ミュニ

ケ
ー

ション
ズ

5
月
・
6
月
の
休
日
当
番
医 < 発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について >

◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎受診先に悩む場合　　　医療情報ネット のホームページから検索してください。

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

5月生まれ

人 の 動 き
4 月1 日～ 4 月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,413 人 （ - 3 ）
男 4,032 人 （ - 4 ）
女 4,381 人 （ ＋ 1 ）

世帯 3,863 （ ＋ 4 ）
（　）は前月からの増減

● 

病
　
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ● 

歯
　
科
　
医

5 月 19 日 友 成 ( 町 田 ) 医 院 町　田 0973-78-8811
26 日 井 上 医 院 恵　良 0973-76-2711

6 月 2 日 三池循環器内科クリニック 玖珠町 0973-72-6101
9 日 友 成（ 塚 脇 ） 医 院 玖珠町 0973-72-0330

16 日 小 中 病 院 玖珠町 0973-72-2167
23 日 高 田 医 院 玖珠町 0973-72-2135
30 日 矢 原 医 院 玖珠町 0973-77-6121

佐
さ と う

藤 嬉
き す け

祐 さん

（保護者：佐
さ と う

藤壽
としゆき

幸）
2歳 甲

か い
斐 碧

あ お と
斗 さん

（保護者：甲
か い

斐祐
ゆうすけ

輔）
2歳

１歳 ~ ３歳の誕生日を迎える、九重町に住所があるお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問 情報デジタル推進課 ( ☎ 76-3874)

6月がお誕生日のお子さん
5月２7日（月）

7月がお誕生日のお子さん
6月２4日（月）

応募締切

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

江
え と う

藤　ミ
み ち よ

チヨ 100 中 板

小
お が さ わ ら

笠原　勝
か つ み

美 ５８ 相 狭 間
甲

か い
斐　 宗

む ね の り
典 ８６ 北 方 上

香
こ う し た

下　一
ひ ふ み

二三 ９８ 横 尾
後
ご と う

藤　 辰
た つ み

己 ９５ 田 中
佐
さ と う

藤　 弘
ひ ろ み

美 ６７ 鹿 伏
佐
さ と う

藤　ム
む つ こ

ツ子 ８３ 井 手
髙
た か い し

石　 茂
しげる

８７ 無 田 下
高
た か く ら

倉　 久
ひ さ よ

代 ８８ 宝 泉 寺
友
と も な り

成　 洋
よ う い ち

一 ６５ 宝 泉 寺
日

ひ の
野　 健

たけし
７５ 木 納 水

矢
や の

野　 正
ま さ は る

治 ８２ 富 迫 下
山
や ま し た

下　 政
ま さ み

美 ８９ 下 旦 六

110 交通安全 2024.4 月末
町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 8 8
野 上 24 24
飯 田 1 1 52 53
南山田 26 26

計 1 1 110 111

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

酒
さ け み

見　 顕
け ん せ い

成 男 博
ひ ろ ふ み

文 無 田 中
仲
な か ま

摩　 桜
さくら

女 慎
し ん た ろ う

太郎 下 旦 二

おめでとうございます

町の面積／ 271.37㎢　町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　鳥／カッコウ

 編 集 後 記
　令和６年度から広報ここのえを担当させ
ていただくこととなりました。
　今号を編集している４月は、各地で入園・
入学、入社式等が行われ、新生活をスター
トさせた方も多いのではないでしょうか。
　様々な情報を発信して、皆さんに読んで
いただけるような広報になるよう、私も新
たな気持ちで取り組んでまいります。よろし
くお願いします。
                               	 T.U

歯科当番医については、令和６年４月より受診者数の
減少や歯科医師の負担軽減のため、診療日が削減さ
れています。
●5 月・�6月の休日の歯の急患は、別府口腔保健センター
  （別府市 0977-21-5657）で対応します。
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